
    
      
        
      
    

  




この物語はフィクションです。

実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。




本作品の全部または一部を複製、転載、改ざん、公衆送信することを禁じます。また有償無償にかかわらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。

本作品を示すサムネイルなどイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

ご覧になるリーディングシステムにより表意の差が認められる場合があります。




本作品は溺愛神官王の運命の番～異世界に飛ばされたらオメガでした～
(笠倉出版社クロスノベルス)の番外編作品です。

本編には収録されていません。
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　異邦のオメガに愛を乞え




　空が四角く切り取られた窓から薄っぺらい月が見え、コウは小さく息をついた。

　先ほどまで派手に花火が打ち上げられていたが、今はその名残の煙が漂うのみだ。夜の空に漂うそれをぼんやりと眺め、長椅子に背をもたれさせる。　神国クレイアスは先日から建国の祭典に沸いていた。

　以前アレイルからクレイアスは建国三千年を迎えるのだと聞かされた。リアムは始祖ラウル王から数えて七代目の王だとも教えられたが、もう驚く気もしない。三千年も王朝が続いているにもかかわらず、王が七代目というのはコウの常識ではあり得ない話だ。けれど、寿命が五百年近くあるアルファの王族ならさもありなんと納得もいく。

　過去に幾度か周辺諸国との戦争もあったそうだが、今のクレイアスは平和そのものだった。戦争がなければ文化が栄え、国は富む。

　建国を祝う民は、飲み、歌い、そして美しい神官王リアムの名を誇らしげに口にした。

「楽しそうだなぁ……」

　遠くから聞こえてくる喧噪や歌声に耳を傾けながら、コウはぽつりと呟いた。

　神官や王族たちが住むクレイアスの神殿は市街から少し離れた小高い場所にある。普段は静謐そのものなのだが、今夜はその神殿まで喧騒が聞こえ、街の賑わいが伝わっていた。

　祭礼を行うリアムの警護として、コウも何度も街に赴いている。神殿と同じく白い石造りの町並みは、いつだったか写真で見たエーゲ海の街を彷彿とさせる美しいものだった。そこに行き交う人々もさまざまな人種で構成されている。

　宗教的な聖地でもあり、また街道が張り巡らされているために交易都市としても栄えるクレイアスは独特の雰囲気を醸し出していた。

　祭典に沸く街はさぞ賑やかなことだろう。静謐な神殿の中よりも、雑然とした街にいる方が本当は落ち着く。できるなら自分もあの中に入って皆と一緒に馬鹿騒ぎをしたいとコウは思った。それはもう叶わぬ夢なのだけれど。

　リアムが王となって四年の月日が流れた。それは、コウがこの世界に流されてきてから同じ月日が流れたことを指す。

　行軍訓練中に落雷に遭い、崖から滑落してこの世界にやってきた。いったい何が起きたのか、知らない間にオメガという存在に変貌し、コウが望む望まないにかかわらず男と交われば子を宿す体になってしまった。

　界渡りした直後に運命の番であるリアムと出会ったのは、奇跡だったとしたいいようがない。そうでなければ、オメガの発情に耐えきれずこの世界で野垂れ死にしていただろう。

　運命の番つがい――。

　最初は何のことだかさっぱりわからなかったその言葉も、今ならば理解できる。

　オメガは発情期になると、男を――中でもアルファを激しく求めるという。体がオメガになってしまったコウも、ご多分に漏れず発情期を迎えた。

　初めて迎えた発情期は、まさに地獄だった。今まで感じたことのない激しい劣情に苛まれ、神経が焼き切れるのではかと恐怖した。おまけに、求められてもずっと拒否し続けてきたのに、なし崩し的にリアムと体を繋げてしまったのだ。しかもリアムを煽り、誘ったのはコウの方だ。

　紆余曲折の末、リアムの番となってこの世界に留まる決心をした。だが、まさか本当に子を宿してしまうとは思いもしなかった。稀人は子を宿さないかも知れないというリアムの言葉をそのまま信じた自分が馬鹿だったのだが、今思えばこれもリアムの策略だったのではないかと思わなくもない。

　何はともあれ不本意ながら『母』というものになってしまったわけだが、案外後悔していない自分に驚きもした。ノエルと名付けた子どもは愛らしく、目の中に入れても痛くないほど愛しい。

　ノエルはアルファの王族と同じ銀色の髪をしていたが、瞳はコウの遺伝子を受け継いで黒かった。クレイアスの王族で初めて生まれた黒い瞳を持つ王子は、いずれリアムのような男に育ち、聡明な王になるだろう。

　ただ、番ができようが子が生まれようが発情期は月に一度の割合でやってきた。そして、なぜかわからないが、コウの発情の対象はリアム限定で他のアルファには一切反応しなかった。

　神殿にはリアム以外にも多くのアルファの神官たちがいる。皆、リアム同様に美しくアルファ独特の雰囲気をまとっているにもかかわらず、彼らには欲情の欠片も湧かなかった。たとえ発情期に彼らが近づいてきても、体はぴくりとも反応しない。なのに、リアムにだけ体は過剰な反応を見せるのだ。

　今は神殿にいる薬師に発情を抑制する薬を特別に調合して貰っているため、初めての発情期の時のような激しい劣情に苛まれることはなくなった。けれど発情期が近づくと体はリアムを求めてどうしようもなく疼き始める。どれだけ遠くにいてもリアムから漂う甘い香りに誘われて、練兵どころではなくなってしまうのだ。

　結果、発情の兆しが現われると、コウは西方の山に兵士を連れて演習に出ることにした。

　別にリアムと体を繋げさえすれば発情は治まるのだから神殿にいてもかまわないのだが、いかんせん、コウが発情すればリアムがその発情に当てられて獣になってしまう。そうでなくてもリアムの体力と精力にほぼ毎日翻弄されているというのに、コウの発情に反応したリアムはいつも以上の激しさで責め立ててくるのだ。

　見た目の美しさに騙されがちだが、リアムの体は鋼のような筋肉に覆われている。大柄で力も強く、いくら普段から鍛えているとはいえ発情期で弱り始めたコウなどあっという間にねじ伏せられてしまうのだ。

　発情期にリアムと深く交われば子を宿す可能性がぐんと上がる。不幸中の幸いと言っていいのか、ノエルを授かって以降は妊娠の兆しがない。けれど、いつそうなってもおかしくない激しさでリアムは発情中のコウを抱こうとした。

　ノエルは可愛いが、妊娠はもう勘弁願いたい。それを避けるためにも、コウは発情期のたびに兵士を連れて西方に向かった。

　発情を抑制する薬を飲みながら山や草原で約十日ほど戦闘訓練に明け暮れて過ごし、発情期が過ぎた頃に神殿に戻る。いつもはそうして発情期をやりすごしていたが、今回ばかりはそういうわけにいかなかった。

　今はクレイアス全土が建国の祭典で沸いており、そんなさなかに自分の都合だけで兵士たちを西方の山に連れて行くのはどうにも気が引けた。むろん、神殿の警備や国境警備に当たっている者たちは平常通り任務に就いているのだが、有事でもない今、それ以外の兵士たちには家族や友人たちと建国の祭典を楽しませてやりたい。

　今頃兵士たちは『演習』という名の訓練から解放されて、しばしの休息に羽を伸ばしていることだろう。だが、西方に行けなくなったコウには試練が待ち受けていた。

　建国の祭典だろうが、発情期はお構いなしにやってくる。日頃から発情に備えて薬を飲んでいるものの、それも神殿から遠く離れていればこそ効果のあるものだ。

　いったい何の嫌がらせなのか、この薬はリアムには無効も同然だった。

　番だからなのか何なのか、発情期が近づけば薬を飲んでいてもリアムが側にいるだけで血が騒ぎ体が疼く。ほんの少し体に触れられただけで性器が硬くなり、自制心が吹き飛んでしまう有様だ。

　そして、その時期になるとリアムを最奥に迎え入れようとして体が開くのが嫌でもわかった。コウの体の奥深い場所が、あの大きな楔を全て呑み込み、濃厚な精を受け止めようと蠢き始める。アルファの精を求めてオメガの本能が疼きだすのだ。

　ふいにリアムの長い肉茎で体の奥を擦られる感触を思い出し、コウはぞくっと背を震わせた。

「ヤバイ……」

　ぽつりと呟き、自身の体をぎゅっと抱き締める。

　発情の兆候が現われたのは五日ほど前だった。

　次の発情期がもしかすると式典と重なるかもしれないと恐々としていたが、幸いにしてそれは免れた。武官侍従として式典にも出席し、発情期と重ならなくて良かったと胸を撫で下ろしていたのだが、五日前にその状況が一変した。

　いつものようにリアムと夜を過ごした翌朝、たまらない劣情に見舞われた。朝の祭礼に向かうリアムは気づかなかったようだが、コウにはそれが発情期の兆候だとすぐにわかった。

　式典の終了後で良かったと思いつつも、発情期がくればリアムの近くにいるわけにはいかない。このまま側にいれば、確実にあの激しい発情状態に見舞われるだろう。

　それから逃れるために、コウはその翌日から薬草の泉の近くにあるこの塔に籠もることにした。

　激しい発情の熱に苛まれるだけならまだしも、確実に自制が効かなくなってしまうのは目に見えている。浅ましく男を求めるオメガとしての自分の姿を、幼いノエルに絶対に見せたくなかった。

　神殿にいればリアムの甘い匂いに誘われる。リアムもまたコウの放つオメガの香りに誘われる。発情期に互いが近くにいれば、本能の赴くまま激しく求め合うに決まっている。肉欲に溺れるただの獣になった自分たちの姿を、我が子に見せるわけにはいかない。

　こんな離れた場所にいてさえそうなのだ。この塔は拝殿や居室のある場所からかなり離れたところにあるというのに、どこからともなくリアムの甘い香りが漂いそれに惑わされる。

「リアム……」

　名を口にしただけで体の芯が火照り始め、コウはため息を漏らした。

　じわりと勃起し始めた性器が服の前を押し上げている。剥き出しになった先端が薄い布に擦れる感覚は、まるでリアムに愛撫を焦らされている時のようだった。

「何でだよ……」

　昼に薬を飲み、先ほども食事の後にもう一度飲んだ。西方の草原にいればここまで激しい劣情に苛まれることはないというのに、神殿の中にいるとやはり体はリアムに反応してしまうらしい。

「くそ……」

　半ばやけくそのように前をくつろげ、コウは肉茎に指を絡めた。

　性器は既に硬くなっていた。先端には先走りの露まで滲み出している。浅ましく勃ち上がる自分の性器に舌打ちをし、コウは包皮を引き下ろた。　指先が裏筋に触れた途端、ぞくぞくしたものが這い上がってくる。

　こんな自慰ごときでこの発情が治まるわけがない。わかっていても手を止められなかった。

「あ……あ……、はぁ……」

　痛くなるほど竿を擦り上げ、鈴口を指先で撫で回す。程なく白濁が噴き上がったが、それでも性器は硬いままだった。

　腹の奥を苛むわだかまりも、一向に消える気配がない。それどころか、後孔までもがひくひくと蠢き始める始末だ。

「マジ……かよ……」

　久しぶりに味わう発情期独特の強烈な劣情を持て余し、コウは激しく肉茎を擦り上げた。

　硬くなった肉茎の先端から白濁や露がとろとろと溢れ出し、絶頂に達するたびに全身が硬直する。呼吸さえも苦しくなり、あっという間に脳がが酸欠状態になった。酩酊感にも似たこの快感は、紛れもなく発情期の状態だった。

「あ……ぁっ……、は……ぁ……、ヤバイ……イく……イく――！」

　達したばかりの竿を軽く扱くだけで、またもや白濁が派手に噴き上がった。快感で腰が跳ね上がり、体が激しく痙攣する。

　夕方までただの兆候だったそれは、みるみるうちにコウの体を発情期のそれに変えた。腹の奥が疼き、つんと硬くなった乳首までもが薄い布に擦れて快感を脳に叩き込んでくる。

「う……ぅ……、あっ……は……」

　たまらず寝返りを打ち、コウは腰に巻き付く帯を解き取った。塔の天井を見上げたまま黒い衣装をはだけ、足を大きく開く。

　発情してしまえば、何の薬を飲もうが役に立たない。そもそも神殿にいる時点で薬は意味のないものに成り果てている。

　諦めぎみにため息をつき、コウは長椅子の背もたれに片足を引っ掛けた。

　塔の中には自分以外誰もいない。下の出入り口に警備の武官が数名いるのみで、誰かにこの浅ましい姿を見られる心配はないだろう。もしかするとベータの武官たちが発情に気づくかも知れないが、それを気にしている余裕など既になかった。

　衣装を乱し、コウは再び性器を擦った。

　自ら後孔に指を這わせ、淫らに蠢くそこに指を挿入させて肉壁を押し上げる。震えるような快感はあれど、同時にもどかしさも感じた。

「あ……ぁ……、は……」

　快感の源には届いているのに、体がより濃厚な快楽を求めようとする。指ではないものを求めて蠢動するそこを、コウは激しく掻き回した。

「う……く……、あぁ……ああっ……！」

　浅い部分を指先で擦り上げると、膝ががくがくと震えた。勃起したままの先端からは、露がとめどなく溢れ出している。硬くなった竿を伝い流れるそれは、やがて後孔へ到達し、潤滑剤の代わりとなって指の動きをより滑らかにした。

「あ……ぁ……、いい……気持ちいい……」

　我知らず口にしたその言葉にさえ興奮する。後孔を刺激するたびにくちゅくちゅと湿った音が耳に届き、興奮の度合いがさらに増した。

「リアム……」

　愛してやまない男の名を呼び、コウは自分の胸に手を這わせた。

　体を繋げるたびにリアムは小さく尖ったそこを丹念に愛撫した。きつく吸い上げながら先端を舌先で転がされると、叫びだしてしまいそうな快感に見舞われる。乳首への愛撫だけで何度も絶頂に達し、もう許してくれとコウが懇願するまでリアムはそれを繰り返すのだ。

　その時の快感を思い出しながら、コウは硬くなり始めた乳首をきゅっと指先で摘まんだ。

「あ……ぁ……、ふ……」

　ぞわりとしたものが下肢に向かって滑り降り、腹の奥がじわりと蠢く。同時に指を挿入している後孔がきつく締まり、コウは喉をのけぞらせた。

「あ……イく――！」

　射精直前の快感で頭の中が真っ白になった途端、びくんと腰が跳ね上がった。腰にわだかまった熱が一気に外に向かって吐き出されていく。

　精路を通り抜けた白濁は腹の上に何度も飛び散ったが、それでも淫らな欲情は治まらなかった。より強い刺激を求めて中がじくじくと疼きだす。

「も……う……、勘弁してくれ……」

　これで何度目の射精だろうか。自身が放った精液が腹や胸のあちこちを濡らしている。指にも白濁がねっとりと絡みついていたが、甘い熱からは一向に解放されなかった。

　どれだけ精を放とうとも、オメガの発情は自分で止めることができない。この気がふれてしまいそうな快感から逃れる方法はただ一つ。アルファであり番でもあるリアムと体を繋げることだ。

「リアム……」

　今頃リアムはどうしているだろうか。夕刻の祭礼も終わり、普段ならばそろそろ居室でくつろいでいるかノエルに物語を読み聞かせている頃だろう。

　ただ、今は建国の祭典ということもあり諸外国から国賓が訪れている。ほとんどは式典が終わると帰国してしまったが、クレイアスの美しい町並みを見物してから帰る者もいると聞いている。きっとリアムは王として、そしてクレイアスの最高神官として彼らのもてなしに忙しくしているに違いない。

　本来ならば武官侍従としてリアムの側にいなければならないのに、それすらも叶わない自分がふがいなくてたまらない。それどころか、リアムを求めてこんなにも乱れた声を上げている。

「あ……ぁ……、リアム……リアム……」

　自身の性器を撫で回しながらコウはリアムの名を呼んだ。

　塔に籠もることを決めたのはコウだ。

　発情が治まり、神殿に戻るまで決して塔に来ないようリアムには釘を刺しておいた。

　だからリアムは来ない。

　どれだけ名を呼ぼうとも、リアムがこの塔にやってくることはないのだ。

「も……無理……」

　長椅子の横のテーブルに手を伸ばしたコウは、そこに置かれた箱を開けた。柔らかな布に包まれたものを手に取り、ごくりと喉を鳴らす。

　布を開くと、そこには白い石でできた棒状のものがあった。つるりと丸い先端部に少し凹凸のある棒状のものが繋がっている。やや湾曲したそれは、よく見れば男性器の形を模していた。

　随分前に発情がどうしようもなくなった時に使うよう神殿の薬師から渡された。これで自分を慰めろと言わんばかりのそれには、ご丁寧に潤滑剤が入った小瓶まで添えられている。

　こんなものを使ってたまるかとずっと放置していたのだが、万が一のことを考えて塔に籠もる際に持ち込んでいた。けれど、まさかこれを本当に使うことになろうとは夢にも思わなかった。

「くそ……何でオレがこんなこと……」

　言いながらも、白い淫具を目にした途端に後孔が疼いた。ためらいつつひやりと冷たいそれを両手で包み込み、先端を口に咥える。

「ん……ぅ……」

　石独特の硬質感が舌や口腔に伝わったものの、何となくこれを知っているような気がしてコウは眉根を寄せた。

「何ていうか……これ……」

　既視感のあるそれをまじまじと眺め、軽く舌打ちをする。

　興奮に任せてリアムの肉茎を何度も口で愛撫している。この淫具は腹が立つほどリアムの性器を再現していた。

　質感は全く違うのに、口腔に伝わる大きさはリアムの性器そのものだった。反り具合も長さも、何もかもが勃起した時のリアムのそれに酷似している。

「マジかよ……」

　コウが使うだろう淫具をリアムのそれに似せて作る。もしかすると薬師たちの善意なのかも知れないが、今のコウにはただの悪意にしか思えない。いったいどうやってリアムの性器を模したのだと問いただしたくなってくる。

「あいつら……何てことしてくれるんだよ……」

　悪態をつきながらも淫具から目を離せなくなった。

　口にしただけでリアムの性器を思い出した。ならば、これを後孔に挿入したときの快感はどれほどだろうか――。

　どうしようか迷った末、箱の中に転がっている小瓶を手に取ったコウは、中の液体を淫具にそろりと垂らした。

　先端部から竿部分に向かって半透明の液体が流れ落ちていく様子に、欲情をかき立てられる。白っぽい露が絡みつくそれがリアムの性器のそのもに見え、またもや喉が鳴った。

「くそ……」

　どれだけ否定しても体がそれを求めて疼く。発情中だから仕方がないと自分に言い聞かせ、コウは淫具を後孔にあてがった。

　息を詰めて先端をぐっと中に挿入させる。

　ぬちゅっと湿った音を立てて淫具の先端が後孔に潜り込んだ瞬間、息を呑んだ。同時に強烈な快感が湧きだし、足ががくがくと震える。

「く……、う……ぁっ……」

　浅く挿入しただけなのに丸い先端が快感の源を押し上げてくる。まるでリアムにそうされているような錯覚に陥り、コウは慌てて淫具を引き抜いた。

「これ……、マジでヤバ……イ……」

　気持ちいいどころの騒ぎではない。このままでは、一晩中でも淫猥な行為にふけってしまいそうだった。

　淫具を箱に戻そうとしたものの、一旦その味を知ってしまった後孔の疼きは先ほどよりも強くなっている。いけないと思いながらもまたそれをあてがい、再びひくつく場所を押し開いた。

「ふ……あっ……、あっ……」

　半ばまで挿入したものをゆっくり引き出したコウは、それをやや奥へと押し込んだ。先端の丸い部分に奥の肉壁を刺激され、全身が震え始める。

「あ……ふ……、ああっ、あ……！」

　びくんと背がのけぞり、コウは甲高い嬌声を上げた。射精はしない。けれど、あまりの快感で腰骨が溶けてしまいそうだった。

　淫具で中を掻き回すたびに硬くなった肉茎の先端から露が零れ落ちる。射精とはまた違う快楽は終わりがなく、どれだけ絶頂に達してもまた新たな肉欲が湧き出した。

「あ……、あぁ……リアム……リアム……」

　淫らな音を立て、リアムの名を呼びながらコウは淫具での快楽に耽った。感じれば感じるほどリアムの髪から漂う甘い香りがまとわりついてくるような錯覚に陥り、いっそう体の芯が滾ってくる。

　足を開き、淫具で後孔を掻き回しながらコウは乳首を強く捻った。痛みを感じる寸前で解放し、リアムがするように硬く尖った先端を指で弾く。

「あ……ああっ、イく……イく……」

　腹の奥から甘い熱が湧き起こりコウはまた背をのけぞらせた。腰が浮き、長椅子の背もたれに引っ掛けた足がびくびくと痙攣する。

「は……ぁ……、あっ……、あ……はぁ……、いい……、そこ……ああっ……」

　甘い声を上げながら胸を弄り、後孔を淫具で掻き回しながらコウはひたすら淫らな行為に没頭した。

　誰も見ていないと思えばこそ大胆にもなる。自分自身が上げる嬌声と甘い喘ぎ声が部屋に響き渡り、それにさえも興奮をした。完全に発情の熱に浮かされている状態だった。

　絶頂に達するたびに耳鳴りがしていたせいもあったのだろう。塔の階段を上がってくる足音にコウは全くと言っていいほど気づかなかった。

　何度目かの絶頂を迎え精液を迸らせてほっと息をついた時、木製の扉がゆっくりと開いた。

「コウ――」

　艶のある低音で名を呼ばれ、驚愕のあまり体が硬直した。

「え……」

　訝りつつ出入り口に目を向ける。

　目に飛び込んできたのは銀色の糸の束だった。人形のような美貌を縁取る銀色の髪を茫然と見つめ、コウはぽかんと口を開けた。

「リアム……？」

　まさかと思った。

　リアムには塔に絶対に近づくなと言っておいた。

　発情期は何とか一人でやり過ごす。発情が治まれば戻るから、それまでは塔のある泉の近くにも来ないように言ったのだ。

　ましてや日もとっぷりと暮れたこの時刻、神官は神殿の建屋から出られないはずだった。

　最高神官という立場上、リアムは最もその戒律を守らなければならない。けれど、普段からリアムはあまりそれを重要視していない節があった。

　夜にしれっと神殿を抜け出してコウとともに月見に出かけるし、ノエルが転んで怪我をしても血の穢れを鼻で笑って自ら傷の手当をする。上級神官たちに小言を食らっても、だから何だと言わんばかりだ。

　荘厳な見た目に反して罰当たりすぎる神官王なのはわかっているのだが――。

「リアム……どうして――」

　どうして来たのだ。

　言いかけた言葉をコウはそのまま呑み込んだ。

　リアムの宝石のような青い瞳が深い藍色に染まっている。いつもの神官の顔ではなく、一匹の雄の顔になっているリアムにコウはえも言われぬ恐怖を感じた。

　唇に柔らかな笑みをたたえたリアムがゆっくりした足取りで近づいてくる。まるで獲物を狙う獣のような動きに、コウは淫具を手にしたままじりっと後ずさりをした。

「コウ……」

　リアムの声が情欲に濡れている。怖いと思う感情と欲しいと思う感情が心の中でせめぎ合い、コウは小さく首を横に振った。

「だめだ、リアム……それ以上近づいたら――」

　拒絶の言葉を最後まで口にすることなく長椅子に押さえ込まれた。

　コウの体に乗り上げたリアムが薄い唇を吊り上げる。

　そこにいつもの清廉潔白な神官の顔など微塵もなかった。ここにいるのは自分の欲望に忠実な一匹の牡の獣だ。

「何という扇情的な姿だ、コウ――」

　牡の本能を剥き出しにしたリアムが、笑みを崩さぬままそう言った。

「そんな格好で誘われては、私の理性が飛んでしまうではないか」

「ち……違うっ！　誘ってないっ……」

「その姿のどこが誘っていないのだ。あそこにある鏡を見てみるといい」

　言われて目を向けた先の壁に大きな鏡が設えてあった。そこに映っていたのは、半裸で長椅子の背もたれに足を引っかけて淫具を手にしている自分のあられもない姿だった。

「う……わ……」

　あまりにも淫らな自分の格好に顔から火を噴きそうになる。慌てて起き上がろうとしたが、大きな体にのしかかられてしまってはそれすらもかなわなかった。

「どけよっ……どけってば！」

　じたばたともがいていると、リアムが笑いながら膝で性器を押し上げてきた。

「うわっ……わっ……、ちょ……ちょっと待て、リアムっ……」

「待つ？　どうして？」

　勃起した性器を膝で擦られ、コウは息を呑んだ。

　リアムが足を動かすたびに、衣装に縫い込まれた刺繍や宝石類が剥き出しになった先端をじわじわと擦っていく。手や口での愛撫とは違うもどかしさに、嫌でも性器が反り返った。

「ば……馬鹿っ……、やめろっ……リアムっ」

「いい顔だ、コウ。おまえの乱れた姿を見ていると気持ちが滾ってくるぞ」

　自慰を見られたコウの焦りなどどこ吹く風と、リアムは熱っぽく囁きながら膝で性器を愛撫する。ぐりぐりと会陰近くを押されるたびに微妙な快感が湧き出し、コウは声もなく唇を震わせた。

「感じているのか？　どこをどうしてほしい？」

　尋ねられ思わず気持ちいい場所を応えてしまいそうになる。それを必死でこらえながらコウはリアムを睨み上げた。

「な……何もしなくていいからちょっと待てってばっ！　ていうか、何で来たんだよっ……塔には近づくなってあれほど――」

「耐えられなかったのだ」

「はあ……？」

　ふっと吐息を漏らし、リアムは複雑な笑みを零した。

「この二日ほどずっとおまえの匂いに誘われている。発情直前のオメガからも甘い香りがするが、おまえのそれは特別だ。こんなにも離れた塔にいるというのに、おまえの匂いに誘われて一昨日からほとんど寝ていないのだ」

「はあっ？」

「来てはいけないのはわかっている。ノエルに私たちのこんな姿を見せるわけにはいかないし、そのためにおまえが塔に籠もったのも重々承知の上だ」

「だったら――」

「言っただろう。アルファはオメガの発情に反応してしまうのだと。神殿の中にいてもおまえの匂いがどこからともなく漂ってくる。居室にいればなおさらだ」

　寝室にいるとコウの残り香で体が熱くなる。コウがまた演習に行ったと思ったのか、寂しいなら一緒に寝てあげるとノエルが寝室にやってきたが、我が子の可愛らしい配慮はかえってリアムにとって酷な事態となった。

　どれだけ欲情に苛まれても、我が子が寝ている横で自慰をするわけにはいかない。結果、リアムは悶々とした気持ちを抱えたまま夜を過ごすはめに陥った。

　この数日は神事と国事に集中して気を紛らわせていたが、もう限界だとリアムはため息交じりに訴えた。

「私をこんなにも思い悩ませるのはおまえだけだぞ、コウ」

　恨みがましいリアムの言葉にため息しか出てこない。やりたい盛りの思春期のガキでもあるまいし、一国を統べる王が何を言っているのだ。

「あ……あのなっ……」

「おまえを思うとどうしても我慢ができなくなってしまうのだ。おまえが居室にいられないなら私がここにくればいい。そうすれば乱れた姿をノエルに見られることもないだろう」

　そう言ったリアムが長い髪を掻き上げた。

　艶っぽい仕草に動揺してしまい、コウは慌ててリアムから目をそらす。

　リアムを見ているだけで気持ちが滾った。

　リアムが動くたびに銀色の長い髪や衣装の薄い布が肌をなでていく。発情して敏感になってしまった肌は、わずかな刺激にも敏感に反応した。

　故意ではないにせよ物理的な愛撫で体が疼くのは仕方ない。だが、それ以上にコウを苛むのは、リアムが放つ香りだった。

　リアムが髪を揺らすと甘く刺激的な匂いが全身にまとわりつく。リアムはコウの匂いに誘われると言うが、発情しているコウはそれ以上にリアムの放つ香りに誘われた。まるで媚薬を肌に直接すり込まれているような錯覚に陥り、全身から力が抜けそうになる。

　案の定、持っていた淫具が手から滑り落ち、小さな音を立てて床に転がった。それに目を向けたリアムが淫靡な笑みを浮かべる。

「それを持ってきていたのだな」

「え……？　あ……いや、これは……」

　言い訳をしようにも、リアムが部屋に入ってきた時にこれを後孔に挿入して自慰に耽っていた。何度目かの絶頂に達した直後にリアムに乱入され、今に至る。

　どう答えていいのか言葉に詰まっていると、リアムが何かに納得したように頷いた。

「喜んで貰えて嬉しいぞ、コウ。わざわざ特別に作らせたかいがあったというものだ」

「は……？　作らせた？」

　思わず問い返すと、リアムが満面の笑みを浮かべて頷いた。

「よくできているだろう。私がいないところでおまえが発情に苛まれた時のことを思うと気が気でならなかったのだ。だから神殿の工芸師に私の性器を模して作らせた。小瓶に入っている潤滑液も、中がほぐれて潤うよう薬師に特別に調合して貰ったものだ。どちらも最高級品と言っても過言ではない」

　満足げに微笑むリアムをコウは茫然とした面持ちで見上げた。

　この男は何を言っているのだろうか。

　何がよくできているだろうだ。何が特別調合の最高級品だ。

　自分の性器型のおもちゃを神殿お抱えの工芸師わざわざ作らせる王がどこにいる。特別調合の潤滑剤を神殿の薬師に作らせる馬鹿がどこにる！

　思わずそう叫びそうになったが、それを言葉にする気も失せてくる。

「いたよ……そういう馬鹿がここにいたよ……」

　発情の熱が一気に冷めるような台詞を口にしたリアムを、コウはまじまじと見やった。

　この淫具をどうやって工芸師に作らせていたのか、想像しただけで気が萎える。リアムの羞恥心が人一倍薄いのは知っているが、工芸師の前で自ら性器を勃たせていたかもしれないと思うと百年の恋も一気に冷めてしまいそうだった。

「マジかよ……」

　げんなりとため息をつくと、リアムが訝るように首を傾げた。

「どうしたのだ、コウ。何かおかしなことでも言ったか？」

「王族ってやつの思考回路、舐めてたオレが悪かった……」

　リアムといると自分の常識が全く通用しないことを思い知らされることがある。この四年間で幾度となくそういう事態に遭遇したが、今回のこれはその中でもトップクラスだ。

　リアムのずれた感覚は、コウの想像のはるか斜め上をいっている。

　コウのそんな気持ちなど全く理解できないのだろう、小首を傾げたリアムはテーブルの上の箱からもう一つ淫具を取り出した。自身の性器に似せたそれを手に取り、「上出来だ」と満足げ目を細める。

「繊細な細工が施された工芸品はクレイアスの特産品だ。中でも神殿の工芸師の腕は世界一と言われている」

「あ……あのなっ。その世界一の腕をこんなもんで無駄遣いさせてんじゃねぇよっ」

「コウ、何をそんなに怒ってるのだ？」

「怒ってるんじゃなくて呆れてんだよっ」

「呆れている？　なぜ？」

　コウが何に呆れているのかさっぱりわからないとばかりにリアムが小首を傾げる。

　いつもながら美丈夫のリアムがやると可愛らしく見えてしまうその仕草だが、今日はさすがにそんな気も起きなかった。

　王の命とはいえ、淫具を作るはめになった世界一と謳われる工芸師に同情したくなってくる。

「こういうくだらないことばっかりさせてると、そのうち家臣に愛想を尽かされるぞっ」

「案ずるな。繊細で美しいクレイアスの性具は諸外国でも高値で取引されているものだ。神殿内には性具専門の工芸師もいる」

　誇らしげにそう言ったリアムが淫具を手にしたまま胸元に指を滑らせてきた。

　石でできたそれで乳暈を撫でられ、腰が跳ね上がる。形があまりにも酷似しているせいで、まるでリアムの性器にそこを嬲られているような錯覚にさえ陥った。

「そ……それ、やめ……ろ、リアム……」

　リアムの非常識発言のせいで消えかけていた欲望が、ほんのわずかな愛撫だけでじわりと湧き出してくる。その証拠に、コウの性器は硬く反り返り、先端には透明の露がぷくりと溢れ出していた。

「あ……はぁ……」

　脇腹を撫でていた淫具がまた乳暈を掠め、コウは小さく喉を鳴らした。

　指ではない冷たい石の感触は、いつもと違った快感を与えてくる。そして、どれだけリアムの言動に呆れ果てようとも、オメガとしてのコウはアルファであり番であるリアムを求めようとした。

　時折ずれた言動があるが、黙ってさえいればリアムは申し分のない賢王であり、美しい神官だった。そして、雄々しい一匹の牡でもある。それをコウの中にあるオメガの本能が敏感に嗅ぎ取ろうとするのだ。

　ふいに乳暈を摘ままれ腰が跳ねた。細い指が無駄と言っていいほどしなやかな動きで小さな突起を弾く。

「ちょ……ちょっと待てってっ……」

「待ってよいのか？　おまえの体はこんなにも私を欲しているぞ」

　言われてコウは思わず押し黙った。

　確かに気持ちは若干萎えたが、発情した体は正直だった。

　こうしてリアムの愛撫を受けていると腹の奥がじんじんと疼いてくる。発情期を迎えてしまった以上、こればかりはどうしようもない。

「リアム……」

　自分でも驚くほど甘い声でコウはリアムを呼んだ。

　欲しかったものが目の前にある。鼻腔をくすぐる甘い香りに耐えきれず、リアムに手を伸ばした。指輪がいくつも嵌まった指に指を絡めると、リアムがうっとりと目を細める。

　クレイアスでは互いに体を繋げる時にだけこうして手を絡めるらしい。言われてみれば、精液や愛液で濡れた指を絡め合うのは確かに淫らな行為かもしれない。

　手のひらを指先でそっとなぞると、リアムが小さく吐息を漏らした。

「コウ……」

　熱の籠もった声で名を呼ばれ、性器がびくんと反り返った。何度絶頂に達しても硬いままのそこが、リアムの声に反応してぴくぴくと痙攣を始める。

「リアム……もう……」

　訴えかけるとリアムの瞳が一段と深い藍色に変わった。虹彩に散らばる金色が、淫靡な光を放ち始める。

「もう？　もうどうしたのだ、コウ」

　わかっていて焦らすリアムをじろりと睨み、コウはリアムの帯に手を掛けた。

　片方を軽くひっぱると、帯が簡単に解け落ちる。

「早く……してくれ、リアム……」

　訴えかけるコウを見下ろしながら、リアムが自分の衣装の前をはだけた。複雑な刺繍が施された上着を脱ぎ、床に落とす。

　何度見てもリアムの見事な体躯に目を奪われる。アルファたちは数百年間このままの姿だそうだが、放って置いてもこの体を維持できるのは正直うらやましく思う。

　そんなリアムの肉体の中でも際立っているのが性器の大きさだった。二重になった薄い布の中で太い肉茎が牡を象徴してそそり勃っている。

「リアム……」

　ごくりと喉を鳴らし、コウはそれに手を伸ばした。布ごしに先端に触れるとアムが笑みをいっそう深くする。

「欲しいか、コウ」

　艶のある声に頷き、布の上からリアムの肉茎を手で包み込んだ。指を絡めると、力強い弾力が手のひらに伝わってくる。

「リアム……」

　欲しいと思う感情が肉の愉悦となり、腹の奥から淫靡なものがせり上がった。後孔がこの楔を求めてひくひくと蠢動する。

　リアムの肉茎をゆっくりと扱きながら、コウは体を起こした。中途半端にはだけていた自分の衣装を鬱陶しいとばかりに脱ぎ捨てる。

　この世界に流されて四年、年もとっくに三十を超えたはずだった。兵士たちと演習に行くものの、以前に比べると激しいトレーニングもしていない。なのに、コウの体は一向に衰える気配がなかった。

　もしかするとこの世界はコウがいた世界よりも時の流れが遅いのかも知れない。だとすれば、齢を重ねるのもゆっくりなのだろう。

　それならばそれでいい。より長くリアムと共に生きていきていけるのならそれにこしたことはない。そう思いつつ裸体を晒したコウは、そのまま床に膝をついた。

　長椅子に座っているリアムに足を開かせ、薄い布地の前をはだける。

　屹立した杭が牡を強調するかのようにそそり勃っている。反り返った肉茎に手を伸ばしたコウは、ためらうことなくそこに唇を押しつけた。

　唇に肉の感触が伝わった途端、気持ちが一気に滾り始める。欲しいと思う激情を抑えきれず、丸みのある先端をそのまま口腔に招き入れた。

「ん……ぅ……」

　咥えるだけで精一杯のそれを口にしながら、筋が張った竿に指を絡めていく。太い杭のようなそれを軽く擦り上げると、口腔でリアムの性器がぴくぴくと震えた。

「気持ちがいいぞ、コウ……」

　甘い吐息を漏らしながらリアムが呟いた。

　クレイアスには口で性器を愛撫する習慣はない。初めてこうした時、リアムは相当驚いていたが今はすっかり行為に慣れたらしい。コウの口淫を受け入れ、コウの性器も平然と口で愛撫するようになっている。

　目を細めて快感を追っているリアムを上目遣いで見上げ、コウは口淫を再開した。

　じわりと滲み出す露を舐め取り、根元から先端まで舌を這わせていく。

　リアムが滲ませる露は、発情したコウにとって媚薬以外の何ものでもなかった。鼻腔に抜ける牡の匂いに反応し、後孔がアルファの精を求めて開こうとする。

　腹に向かって反り返るそれを丹念に舌と唇で愛撫したコウは、ゆっくりと体を起こした。

　唾液で濡れている大きな性器を見下ろし、そのままリアムの膝に跨がる。

「してくれ、リアム……」

　囁きながらコウはリアムの髪に指を絡めた。頭を掻き抱いて唇に唇を押しつける。深く口づけて口蓋を舌で愛撫していると、リアムもそれに応えるように舌を絡ませてきた。

「ふ……ぅ……、ん……んぅ……」

　互いの唾液が絡み合う湿った音にいっそう情欲をかき立てられる。思わずリアムにすがりつくと、腰を強く抱かれた。

「コウ……おまえのここが私を求めているぞ」

　笑い交じりに後孔を指先で撫でられて息を呑んだ。

　潤滑剤で濡れたままのそこが淫らに蠢いてリアムの指を受け入れようとする。けれど、リアムは指を挿入しようとせず後孔をゆるゆると撫で回すのみだ。

「あ……ぁ……、あっ……リアム……」

　もどかしいだけの愛撫にコウはゆらゆらと腰を揺らした。中に挿れてくれと目で訴えても、リアムは艶っぽく口角を上げるだけで指一本挿入しようとしない。

「じ……焦らすなよ……」

　我慢できないとばかりにコウはリアムの肉茎を後ろ手に掴み、自ら腰を落とそうとした。だがリアムは腰を押さえてそれを引き留める。

「リアム……何で……」

「焦れているおまえを見ていると気持ちが滾る」

　くすっと笑いリアムがコウの前に手を伸ばす。敏感になっている先端のくびれをなぞるように撫でられ、背がのけぞった。

「は……あっ…、あっ……」

　先端の小さな口からとろとろと溢れ出す露を指ですくい取り、リアムがそれを後孔に塗りつけていく。

「いい声だ、コウ。もっと聞かせてくれ」

　先ほどの潤滑剤とコウ自身が溢れさせた露で濡れたそこに、リアムが指先を挿入させた。

　くちゅっと湿った音を立てて入り込んだ指が、肉壁をゆっくりと押し上げていく。ある一点をゆるゆると撫でられる快感は、激しく抜き差しをされる時よりも強いように感じた。

「あ……ぁ……、く……ぅ……ああっ……、リアム……は……ぁっ……」

「やはり発情期だと違うものなのだな。ここがいつもより柔らかくなっている」

　羞恥心を揺さぶられるような言葉を囁きながら一本だった指を二本に増やし、リアムは肉襞を掻き分けるように指を奥へと進めていく。ついでのように乳暈に吸い付かれ、コウは慌てて自分で自分の口を塞いだ。

「なぜ口を塞ぐのだ？　おまえの声を聞きたいのに――」

　もっと声を聞かせろとばかりにリアムは乳暈を舐め、乳首を舌先で転がす。

　胸を弄られると、蕩けきった肉壁が激しく収縮した。奥に潜り込んだ指を締め付け、異物感という名の快感を伝えてくる。

「は……ぁ……、ん……んっ……」

　漏れ出す声が抑えられない。リアムは全く指を動かしていないというのに、コウの肉壁の方が異物を排出しようと淫らに蠢く。そのたびに強い肉の愉悦に苛まれ、コウは嬌声を上げて身を捩らせた。

「あ……ぁ……、イきそ……もう……」

　硬くなったコウの性器から精液交じりの露が溢れ出し、竿を伝って後孔までを濡らしている。滑りが良くなったせいなのか、わずかに身じろぎをしただけでリアムの指の存在をより強く感じた。

　こんなにも感じているのにリアムは欲しいものを与えてくれない。むろん射精もできない。こんな拷問じみた行為にもう限界だった。

「い……嫌だ……、リアム……もう……」

　これ以上焦らす行為はやめてくれ。

　リアムの背に腕を回し、コウは体をぴたりと密着させた。薄い布越しにリアムの体温を感じ、たまらずリアムの手を掴む。

「コウ？」

　訝るリアムを睨んだコウは、後孔を意地悪く嬲っている指を強引に引き抜いた。太い肉茎を後ろ手に掴み、それを濡れた後孔に導く。ふっと息を詰めたコウは、そのまま一気に腰を落とした。

「う……ぅ……あ……、ああっ……！」

　湿った音とともにまず先端が入り込んだ。大きなそれが後孔の狭い場所を限界まで押し開こうとする。

「く……ぅ……う……、あ……あぁ……！」

　痛みに似たものがそこから伝わり、コウは思わず腰を浮かした。だが、リアムがそれを押しとどめる。

「リ……リアムっ……」

「なぜ逃げるのだ。私のこれが欲しかったのだろう」

　言った直後に下から突き上げられ、息を呑んだ。無理矢理そこを広げられる痛みを感じたが、それが一瞬で快感へと変わっていく。

「は……あ、く……ぁ……、ああっ――！」

　杭のような太く長いそれがずるずると体の奥へと入っていく。肉襞を擦ったもので奥の壁を突かれ、コウはリアムにすがりついた。

　たまらない快感だった。発情しているせいなのか、いつも以上にリアムの性器の感覚がはっきりと伝わってくるような気がする。特別調合の潤滑剤の助けもあってか、柔らかくほぐれた肉襞がリアムを包み込むように蠢動しているのが嫌でもわかった。

「ヤバ……イ……気持ちいい……」

　思わず呟くと、リアムがまた胸元に舌を這わせてきた。

　ぷくりと立ち上がった乳首を舌先で転がし、乳暈をきつく吸い上げていく。もう片方を指先で弾かれ、コウは激しく身を捩らせた。

　先ほどから愛撫されすぎて乳首も乳暈も腫れている。ぷっくりと隆起してしまったそこを甘噛みされ、またもや喉が鳴った。

「はあっ……ああっ……！」

　じんじんした胸の疼きが全身に広がり、頭の中が真っ白になった。

　リアム以外にこんなことをされたことなど一度もなかった。セックスの経験は適度にはあったものの、まさか自分の胸がこんなにも感じるとは思いもしなかったのだ。

　リアムの舌が胸を這い回ると、性器に、そして後孔に強い快感をもたらす。まるで快楽の神経がそこに直結しているかのようだった。

「はぁっ……あっ……、う……あぁっ……」

　甘い法悦に満たされ、コウはリアムの頭を掻き抱いた。そこをもっと愛撫してくれとばかりに、リアムに胸を押しつける。それにリアムは笑みを浮かべながら応え、片方を指で摘まみながらもう片方をちゅっと吸い上げた。

「あぁ……はっ……ああっ……イきそう……」

　後孔でリアムの肉茎を受け入れたまま胸を愛撫され、コウは扇情的に身を捩らせた。性器からは透明な露がぽとりぽとりと滴り落ち、リアムの腹のあちこちを濡らしている。

　発情の熱はオメガに強すぎる快感をもたらす。アルファに抱かれるとこのまま死んでしまうのではないかと思うくらいの激しい快楽に襲われるのだが、それ以上にリアムが欲しいと思った。

　リアムが絶頂に達し体の奥で精を受け取ればこの熱は冷めてしまう。少しでもその瞬間を引き延ばしたいと思う自分の淫らな気持ちが嫌になるが、体は正直すぎるほどリアムとの交合を望んで疼いた。

「あ……ぁ……、リアム……もっと……」

　リアムに跨がったまま腰を揺らし、コウはより深い結合をねだった。

　リアムの肉茎の先端が奥を擦る時の快感をコウの体は覚えている。その快楽を貪ろうと、最奥の肉壁がゆっくり開き始めた。

「コウ……おまえの中が私を求めているぞ――」

　コウの体の変化を感じたのだろう、艶のある声で囁いたリアムがコウの尻を割り広げる。そのままずくっと奥まで挿入され、コウは小さく声を上げた。

「あ……うっ……」

　リアムの長い肉茎が根元まで入り込んでいる。そのまま最奥を小刻みに揺すられ、コウは目を見開いた。

　一段狭くなった場所をリアムの肉茎が擦っていく。先端がそこを出入りする小さな音が中から聞こえてくるような錯覚さえ感じ、コウは激しく頭を振り立てた。

「あっ……、あっ……リアム……そこ……、もっと……」

　中をもっと激しく掻き回してくれ。そう言わんばかりにコウは腰を振った。体を揺らすたびに奥まったところにある小さな輪をリアムの先端が出入りする。後孔に力を入れると、そこがきゅうっと締まり、リアムの大きさをよりリアルに伝えてきた。

「コウ……そんなに締めるのではない……達してしまうではないか……」

　リアムが苦笑交じりの抗議を口にしたが、それを聞き流してコウは自ら腰を揺らした。露を零す自身の肉茎にも手を伸ばし、激しく擦り上げる。

「ああっ……、あっ、イく……イく――！」

　性器がびくびくと震えた次の瞬間、コウは白濁を噴き上げた。

　濃厚なそれが飛び散り、コウ自身の胸や腹、そしてリアムの肌をも濡らしていく。

　コウが絶頂に達したせいで中が締まったのだろう。荒い息を吐いていたリアムがふいに眉根を寄せて喉をのけぞらせた。

「う……く……」

　短い咆哮を上げ、リアムが体を痙攣させる。同時にコウの奥深くを穿っていた肉茎もびくびくと震えた。

　リアムの深い吐息とともに温かなものが中に流れ込んでくる感触が伝わってくる。最奥を満たすそれを感じたコウは、そのままぐったりとリアムの胸に倒れ込んだ。

「も……う……、最高……」

　リアムに跨がったままぽつりと呟き、耳朶に唇を寄せる。

　リアムの精を受け取った直後に激しい発情の熱は霧散した。気持ちも冷め始めているが、リアムとこうして体を繋げているのは心地よかった。

　銀糸のような髪に顔を埋め、深く息を吸い込む。鼻腔がリアムの香りで満たされる心地よさに、コウは目を細めた。

　不思議な感覚だった。

　自分がこんな風に男を求めるようになるなど、四年前なら想像もつかなかっただろう。

　この世界に流されず、あのまま隊に留まっていたら今頃どうしていただろうか。毎日訓練に明け暮れ、休みの日は友人たちと飲み歩いていただろう。少しは出世もしただろうか。もしかすると結婚をし、父親になっていたかもしれない。

　元の世界に全く未練がないわけではない。あちらに残すことになってしまった妹のこともずっと心の隅に引っかかっている。

　ノエルの祝福を受けた手紙は、一度だけ泉の底を開けクレイアスとコウがいた日本を繋いだ。けれどそれ以降、泉の底は二度と開くことはなく、手紙は以前と同じように水底に沈んでいる。

　その一度きりの手紙が元の世界に届いているといいとコウは思った。自分は元気にしていると、大切な人と幸せに暮らしていると妹たちに伝わればいい。

「幸せだよ、オレは……」

　そう呟くと、リアムが訝るような目を向けてきた。なぜかその瞳が不安げに揺れているような気がし、首を傾げる。

「どうしたんだよリアム。何でそんな不安そうな顔してるんだ？」

「コウ……」

　名を呼ぶ声までもが不安に満ちていて、思わず眉根を寄せた。

「リアム？」

「コウ……どこにも行かないと言ってれ。ずっと私の側にいると言ってくれ――」

　ふいにそう言ったリアムが強く背を抱いてくる。いつものリアムらしからぬ様子に、コウは目をしばたたかせた。

「何だよ？　どうしたんだよ、リアム」

「おまえがそういう目をすると不安になる……」

「そういう目？」

「おまえは時々そんな風に遠くを見る。きっと元いた世界を思っているのだろうけれど、私にはそれが少し辛く感じることがある」

　コウをこちらに留め置いてしまった罪悪感に苛まれるとリアムは言った。

「本当は帰りたいのではないかと、私のために無理をしてこちらに残ったのではないかと思うのだ。もしそうならば、私はおまえに取り返しのつかないことをしてしまったことになる」

　おそらくリアムはノエルの存在を言っているのだろう。確かにコウの常識では男の自分が子を産むなど考えられないことだった。今でも自分の腹にノエルがいたことが信じられない。けれど、それとこれとは話が別だ。

　この世界に残ろうと決めたのはノエルを宿したからではない。そもそもそれを知ったのは、装備一式を泉に沈めた後なのだ。

「馬鹿だなぁ。あんまりつまんないこと言ってると殴るぞ」

　この国の王に向かって馬鹿だと、殴るぞと言い放ち、コウはリアムを抱き締めた。

「そりゃあっちにいる妹のことは気になるよ。友達もいるし、未練が全くないわけじゃない。でも、それってちょっと遠くにある実家の様子が気になるって感じなんだよ」

　だからリアムが気に病む必要はない。コウのそんな言葉に頷くものの、まだ不安が払拭されないのだろう。リアムは汗ばんだコウの体を痛いほど強く抱き締めた。

「ちょ……リアム……」

「怖いのだ、コウ。もしかするとこれは全部夢で、おまえは本当は存在しないのかもしれないと思うことさえある……」

「夢？」

　問いにこくっと頷き、リアムはコウの腰を抱き寄せた。

「本当に夢を見るのだ。目が覚めたらおまえもノエルもいなくて、私はやはり一人だったと……そういう夢を見る……」

「リアム――」

「おまえが兵士たちと西方の山に行くたびにもう二度と会えなくなるのではないかと不安に苛まれる。王ともあろうものがと笑うかも知れないが、不安に押しつぶされるたびに私はこんなにも弱かったのだと思い知らされるのだ……」

　リアムはそう言うが、コウも同じような夢を見ることがあった。

　目が覚めると自分は演習場の草むらか駐屯地の硬いベッドの上にいる。この世界のこともリアムのことも全てが不思議な夢だったと同僚たちと笑っている、かつてそんな夢をよく見ていた。

　けれど、その夢を見なくなって久しい。

　手を伸ばせばリアムに触れることができる。肌を合わせ、口づけを交わし、こうして深いところで交わっている。これが現実なのだとリアムの全てが直接体に語りかけてくる。

「リアム……」

　不安げに瞳を揺らすリアムに口づけ、コウはそっと囁いた。

「好きだよ、リアム……」

「コウ……」

「どこにも行かない。ずっと側にいるから安心しろよ」

　リアムが即位する前、前国王であるファリドの前で誓った。この世界に留まる。そして伴侶となり、命ある限りリアムの側にいると――。

「コウ……もう一度言ってくれ。どこにも行かないと、私を愛していると、もう一度言ってくれ」

　子どものようにねだるリアムに苦笑し、コウは唇に唇を押しつけた。

　リアムが望むなら何度でも言ってやる。互いの終焉がくるその日まで、ずっとその言葉を言い続けてやる。

「好きだ、リアム……愛してる。どこにも行かない。ずっとリアムの側にいる――」

　自分で恥ずかしくなるような言葉を口にし、コウはまたリアムに口づけた。照れ隠しに広い背を強く抱き締める。

　リアムもまたコウの背を抱き、腰を引き寄せて深く唇を合わせてきた。

　唾液を絡ませ、互いの魂を喰らうように唇を貪る。そうして何度も口づけを交わしていると、鼻腔を満たすリアムの香りに誘われ、治まっていた欲情が再び湧き始めた。中に入ったままのリアムの楔もまた硬くなろうとしている。

「コウ……おまえの中が私を誘っているぞ」

　ゆるりと腰を動かされ、背が震えた。

　リアムが側にいるのならば、発情の疼きをこらえる必要など何もない。どのみち、ここまで発情してしまっては我慢をするだけ無駄というものだ。

　どうせ塔には誰も来ない。ならばこの発情の熱をリアムに受け止めてもらうのが一番だろう。

「なあ、リアム……」

　体をすり寄せてコウは二度目をねだった。それにリアムが笑みを浮かべて頷く。

「夜明けまでまだ時間はある。今夜は存分におまえを感じさせてくれ――」

　軽く突き上げられると、結合部から甘い愉悦が伝わってくる。乳暈をちゅっと吸い上げられ、一気に体が熱くなった。

　コウの喘ぎとリアムの吐息が混じり合い、塔の狭い部屋に響き渡る。

　愛を乞う愛しい神官王の腕に抱かれながら、コウは再び深い肉の愉悦の中へと落ちていった。




















　永久の愛を捧げよう







　白い石が敷き詰められた街道を四頭立ての馬車が音を立てて走っていく。前方に深い緑の森があり、馬車はその中へ入っていこうとしていた。

　白く大きな馬車には豪華な細工がそこかしこに施されており、車体を引く馬もまた美しく飾られている。

　車輪は石畳を走っているせいでがたがた音を立てているものの、車体自体はさほど揺れている感じがしない。それだけでもこの馬車の造りが相当いいことが見て取れた。乗っているのはかなり身分が高い人物だろうと想像もつく。

　神殿にいる神官たちは、めったに街の外に出ることはない。王族もしかりだ。

　彼らのほとんどは生涯クレイアスの街から出ることはない。生まれてから死ぬまでほぼあの城壁の中で過ごす。時々暇を持て余した王族が物見遊山に出かけることがあるが、それでもこんな辺境の街道までやってくることなどない。

　しかし、この馬車は北方にある神殿に向かう街道を走っていた。

　街の中心地から遠く離れた山の向こうに、ファリド王の息子であるマレクが暮らしている。愛する番を心ないアルファたちによって無残に奪われたマレクは、即位する直前に王位を放棄して北の神殿に籠もった。国事や神事から一切目を背け、百年以上その亡骸と共に暮らしている。

　もう数十年近くその神殿に近づく者もいなかった。マレクに付き従った侍従が何度か代替わりしたが、他の王族たちが王位を捨てて引きこもった王子を見舞うこともない。

　マレクが住む北の神殿は深い森の中にあった。古代の趣を残し、森の中にある青い水をたたえる泉を守っている。馬車はその北の神殿に向かおうとしていた。

　華麗な馬車の周囲は武装した兵士たちで固められており、必要以上に物々しい雰囲気を醸し出している。その様子は、護衛と言うよりはむしろ罪人の護送に近いものがあった。

　武装した兵士たちを見るともなしに眺めながら黙々と馬を操っていた御者は、車内から聞こえてくる小さな悲鳴に眉根を寄せた。

　クレイアスの離宮を出て二日、ほぼ毎日この声を聞かされている。悲鳴は時に嬌声に変わり、そして喘ぎ声にもなった。

　馬車を走らせている間ずっと聞こえるこの声に最初こそ驚いたものの、二日も経てば慣れもした。

「またオメガを責め殺す気か――」

　うんざりと呟き、御者はちらりと後ろを振り返った。

　白い馬車の中は何も見えない。扉も窓もぴたりと閉ざされて中の様子は窺えないが、そこで何がなされているのか容易に想像がつく。

　この馬車に乗っているのは、ファリドの孫の一人であるダーレンスだった。

　もうすぐ即位するリアムの弟ダーレンスは、兄であるリアムによく似た美丈夫だ。大きな体と白い肌、銀色の長い髪はアルファの王族の象徴でもある。

　見た目こそ美しいが、ダーレンスはその内側に特権意識に凝り固まったアルファ独特の残虐性を持っていた。特にオメガに対する仕打ちは目に余るものがある。

　街に住む民もオメガに対して若干の差別意識はあるものの、害をなすようなことはなかった。華奢で少年めいたオメガの男子を慈しむ者もいる。

　けれど、ダーレンスは違った。オメガを飼うと言い放ち、娼館や奴隷商人たちからオメガを買いつけてはその体を弄ぶのだ。

　リアムは即位後に虐げられているオメガを解放するよう勅令を出すようだが、即位前の今はいわば野放しの状態だった。今のうちにとばかりにオメガを買いあさる者まで出てくる始末だ。

　そして、北の神殿に幽閉されることになったダーレンスもまた、先日買い付けたばかりのオメガを伴っていた。

　ダーレンスが離宮から連れ出したオメガは三人。この二日で既に二人が責め殺されている。

　嗜虐趣味はあるものの、ダーレンスはオメガに酷い傷を負わせるわけではなかった。ただ、発情を促す薬を与え、アルファの体力と精力でオメガを嬲り続けるだけだ。

　発情したオメガは男を求める。けれど、体が大きなアルファに激しい性行為を強要され続けては、そうでなくても華奢な体が耐えられるわけがない。

　ダーレンスに酷く犯されて息も絶え絶えになった若いオメガは、馬車から放り出されて街道に置いて行かれた。誰かに拾われでもすればいいが、こんな辺境の街道を歩く者などほとんどいない。捨てられたオメガは、ここで命を落とすことになるだろう。

　哀れと思ったが、御者にはそれをどうすることもできなかった。自分の仕事はダーレンスを無事に北の神殿まで送り届けることであって、オメガを救うことではない。

　今日一日馬車を走らせれば北の神殿に到着する。それまで最後の一人が持てばいいが、それも危うい気がした。

　北の神殿に着いたところでこのオメガの境遇が改善されるわけでもない。いずれダーレンスに責め殺されてしまうことになるだろう。

　ファリド王がもっと早くリアムに王位を譲っていればよかったのにと思うものの、身分の高いアルファを母に持つダーレンスを廃するためにはそれなりの大義名分が必要だったのだろう。もしかするとファリド王自身、母がオメガであるという劣等感があったのかもしれない。

　どちらにせよ、ダーレンスと共に車内にいるオメガの未来が明るいとは思えない。またもや車内から聞こえてきた悲鳴に、御者は眉根を寄せながら心に耳栓をした。













「ひ……ああっ……、ああっ……」

　甲高い声を上げる細い体を引き寄せ、ダーレンスは腰を突き上げた。褐色の肌をした背がのけぞり、引き締まった尻がさざ波のように震える。

　汗ばんだ額に薄い金色の髪がまとわりついている様子を眺めたダーレンスは、うっすらと口角を上げた。

　先ほどからずっと嬌声を上げ続けている少年は、両手を後ろで戒められたまま一糸まとわぬ姿でダーレンスの膝に跨がっていた。後孔にはダーレンスの太い肉茎が深々と挿入されおり、見るからに狭そうな窄まりを限界まで押し開かれている。

　痛みがあるのか時折悲痛な声を上げて体を痙攣させたが、ダーレンスはかまわず少年の中を嬲り続けた。

　ほんの少し突き上げるだけでも、肉茎を咥え込んでいる場所がきつく締まる。そのたびに目眩がするような快感に満たされた。

　狭いそこに自分の性器は半分も入っていない。小柄なこの体では到底根元まで受け入れることはできないだろう。それでも中の締め付けは充分ダーレンスに快楽をもたらしている。

　少年が悲鳴に似た嬌声を上げて身悶える様子を眺めていると、無理矢理奥までねじ込んでやりたい衝動に駆られる。こんな風にオメガが乱れる様を見ているだけで性的な興奮が最高潮に達っした。射精はしないのに、頭の中に絶頂感を叩き込まれるような錯覚さえ感じる。

「顔を上げろ」

　そう言ったダーレンスは、少年の髪を掴んで上を向かせた。

　無理矢理上を向かされ、少年の胸が反り返る。胸元でぷっくりと立ち上がっている乳首や乳暈に目を向けたダーレンスは、それをききつく摘まんだ。乳首の形が変わってしまうほど強く捻り上げると、楔を呑み込んでいる後孔がきゅっと締まる。

　狭いそこが肉茎を締め付ける快感にほくそ笑み、今度は宝石がついた飾りがぶら下がっているもう片方の乳首を指先で弾いた。

「もっと締めろ」

　言いながら乳首をくびり出すように乳暈を捻り、乳首にぶら下がっている飾りを引っ張る。

「いっ……痛……ぁ……、ああっ！」

「締めろと言っているのが聞こえないか」

「お……お許しください……ダーレンス様……どうか……ああっ――！」

　褐色の肌をした若いオメガが涙ながらにやめてくれと懇願する。青い瞳が恐怖に怯える様子に、ますます嗜虐的な気持ちをかき立てられた。

　北の神殿に向かう少し前にこのオメガを買った。しばらくの間、この体を存分に貪るつもりでいる。

　ファリドの命により父マレクのいる神殿に居を移すことになったのだが、これは幽閉と同じことだった。

　リアムと『黒の稀人』に負わされた背中の傷はすぐに癒えた。だが、傷が癒えればクレイアスの街を出なければならなかった。

　これから数百年、この命が尽きるまでクレイアスに戻ることは叶わない。どうして純血のアルファである自分がこんな目に遭わなければならないのだとダーレンスは憤った。

　ファリドはオメガを母に持つ。けれど、妻はアルファの女性だった。父マレクもアルファの女性を妻にして自分が授かった。これでファリドの穢れたオメガの血がようやく薄れたというのに、あろうことかファリドはオメガの血を引くリアムに王位を譲るというのだ。

　それもこれも父マレクがオメガなどを孕ませるからだ。我が母だけを愛していればいいものを、運命の番だなどとふざけたものに子を産ませるからこういうことになってしまったのだ。

「何が運命の番だ」

　少年を膝に抱え上げたダーレンスは、強引に足を開かせた。あられもない姿で喘ぐオメガの様子にほくそ笑み、萎えたままの小さな性器に手を伸ばす。

　若いオメガの性器はまるで子どものそれのようだった。それもそのはずだ。ダーレンスに買われてから初めて発情期を迎えたのだから、まだ成人すらしていないだろう。

　肌は褐色だったが、オメガにしては珍しく髪の色や目の色は自分たちアルファに似ていた。

　銀色に近い金髪に青い瞳。肌の色は違えど、このオメガの整った顔は若い頃のリアムを彷彿とさせた。

　ふいに静謐な趣のある美貌の兄を思い出し、ダーレンスは舌打ちをする。

　自分と兄のリアムは双子のように似ている。違うのは瞳の色くらいで、背格好も面立ちも何もかもが同じだ。なのに、どうしてこうまで醸し出す雰囲気が違うのか自分でも不思議で仕方がなかった。

　そして、なぜ穢らわしいオメガの血を引くリアムが人々に慕われるのかダーレンスには全く理解できなかった。血の尊さならば自分の方がはるかに上だというのに、人々の心はみなリアムに集まっていく。

　家臣や民たちだけではない。異邦の地からやってきた『黒の稀人』までもがリアムの側についた。

　誰も彼もがリアムを慕う。尊い血を引く自分ではなく、皆があの兄のところに行ってしまうのだ。

　リアムと同じ色の瞳をしたオメガに目を向け、ダーレンスは唇を歪めた。

　このオメガを買ってすぐ、淡い色の乳首の片方に飾りをつけた。針で無理矢理穴を開け、そこに自分の瞳と同じ輝きを放つ宝石の飾りをつけたのだ。

　それはこのオメガが自分のものだという印でもあった。

　日の光の下では緑色をしているが、夜になり部屋の明かりに照らされるとその宝石は赤く輝く。

今もそうだ。こうして馬車の中に灯るわずかな光に照らされた宝石は、少年の胸元で赤い光を放っている。

　硬質な石の飾りを揺らす乳首に舌を這わせ、ダーレンスはうっとりと目を細めた。

「嬉しいか、シリル。この宝石はおまえよりも値が張る高価なものだぞ。おまえたちが一生かかっても身につけることなどかなわぬものだ」

　奴隷商人から買ったこのオメガはシリルという名だった。アルファに似た髪の色をしているところが気に入ったのだが、何より男と一度も交わったことがないとの触れ込みに大枚をはたいた。しかも、もうすぐ初めての発情期を迎えるという。

　初めて発情期を迎えるオメガはことさら乱れる。自分の発情を全く制御できず、ただ快感を求めて痴態を晒すのだ。

　買ってしばらくしてからシリルは発情期を迎えた。案の定、初めての発情に乱れるシリルをダーレンスは激しく責め立てた。

　そうでなくても発情期のオメガは体が爆ぜてしまいそうな激情に苛まれる。それをわかっていてダーレンスはより強い発情を促す薬をシリルに与えた。

　発情期特有の匂いを放ち、淫らにアルファを誘うシリルにたまらなく興奮した。

　自身の欲望のまま狭い後孔を散らし、子どものままの性器を責め立て、飾りをつけた乳首を嬲った。もしかすると一度きりで責め殺してしまうのではないかと思ったが、意外にもシリルはダーレンスの激しい責めに耐えた。

　北の神殿に向かうにあたり、離宮から連れ出したオメガはシリルを入れて三人。他の二人は、この二日で使い物にならなくなってしまったのにシリルは今もこうしてダーレンスの側にいる。

　一緒に連れてきたオメガたちは、たった二日で反応がなくなり、抜け殻のようになってしまった。何をしても反応しない人形など抱いていても面白みの欠片もない。そんな二人をダーレンスは馬車から放り出した。どこへでも行けばいいし、このまま街道で命を落としても知ったことではなかった。

　二人は早々に手放すことになったが、シリルだけは違った。どれだけ責め立てようとも泣きながら激しい行為に耐え、やれと言われればダーレンスの性器をも口で愛撫する。

『黒の稀人』がリアムにそういう行為をしていると噂に聞き、試しにシリルにさせてみたのだが、想像以上の気持ちよさに一瞬で果ててしまった。それ以降、何度も口での奉仕をさせている。

　白濁をシリルの口の中に吐き出し、それを嚥下させるという行為にたまらない興奮を覚えた。リアムと同じ瞳の色を持つ顔を白濁にまみれさせてやるのだと思うだけで、下腹が疼いて性器が硬くなる。

　先ほども挿入する前にシリルに口での奉仕を要求した。精を放つことはなかったが、それでも気持ちは充分に昂ぶる。その昂ぶりを保ったまま後孔を暴き、蕩けきった奥をこうして蹂躙している。

「あ……ぁ……、は……ぁ……」

　腫れはじめた乳暈を吸い上げながら腰を突き上げると、シリルが甘い声を上げた。

　発情期はあと数日で終わるだろう。シリルの発情にあてられた訳ではないが、乱れた様子を眺めているといつも以上に性器が硬くなるような気がした。

「発情期のオメガらしいいやらしい体だ。そうまでしてアルファを誘うか」

　揶揄するように囁き、ダーレンスは後孔を穿っていた肉茎をずるりと引き出した。抜け落ちる寸前まで引き出し、また奥へと突き入れる。

　何度も責められ、広がってしまった肉の輪は簡単にダーレンスの太い肉茎を呑み込んだ。それでもやはり根元まで挿入することはできない。

　もっと奥まで突き入れたい衝動に駆られ、ダーレンスはシリルの尻を割り広げた。ゆっくりと腰を回し、先端をもう少し奥に挿入させる。

「う……ぅ……あ……、痛……ぁ、もう……お許し……を……」

　懇願する声と同時にシリルの奥がきゅっと窄まり、ダーレンスは慌てて腰を引いた。奥にある小さな肉の輪が、アルファの精を求めて先端を締め付けようとする。

「そんなに私の子を孕みたいのか、おまえは」

　苦笑交じりにそう言い、ダーレンスはまた奥の肉壁を抉った。最奥までは挿入せず、その少し手前で抜き差しを繰り返す。そこを執拗に責め立てると、シリルの性器からぽとりぽとりと白濁した露が溢れ始めた。

「誰が漏らしていいと言った」

　萎えたまま白濁を零す性器をきゅっと搾り上げ、先端の小さな口を指先で擦る。指先でそこを抉ると、シリルが甘い声を上げて胸に額を擦りつけてきた。

「は……あっ……、う……ぅ……ああっ……、ダーレンス様……どうか……どうかお慈悲を……」

　発情の熱から解放してくれ。そう訴えるシリルをちらりと見やり、ダーレンスは華奢な体を激しく上下に揺らした。

　自分が中で射精すればシリルは発情の熱から解放される。けれど、ダーレンスにそんな気持ちはさらさらない。むしろ、より激しい快楽の渦に叩き込んでやりたいくらいだった。

「もっと私を楽しませろ」

　腰を掴んでシリルの体を前後に、そして上下に揺らして快楽を貪る。人を抱いているというよりは神殿の工芸師に作らせた淫具で自慰をしている気分だった。

「ひ……ああっ……！」

　太い杭のような性器に後孔を擦られたシリルが、悲痛な声を上げる。その声に反応して、中を穿つダーレンスの肉茎がぐんと反り返った。

「あ……ぅ……、あ……あぁ――！」

　先端が快楽の源を抉ったのだろう。シリルが目を見開いて体を硬直させる。射精することなく絶頂に達したらしく、ダーレンスを呑み込む後孔がぴくぴくと痙攣した。

「何を勝手に達しているのだ。許した覚えはないぞ」

　小さく縮こまったシリルの性器を指で弾き、ダーレンスは細い腰を引き寄せた。シリルの手を戒めている紐を解き、気まぐれに背を抱いてやる。そのまま首筋に唇を寄せると、シリルが激しく身を捩った。

「嫌……ああっ……」

　嫌がるシリルを抱き締め、汗ばんだ首筋に舌を這わせて耳朶を食む。ふいにうなじに噛みつきたい衝動に駆られ、ダーレンスは舌打ちをした。

　大柄なアルファの自分に抱かれていると、シリルは本当に子どものようだった。柔らかな肌も華奢な体も成人した男のそれとはほど遠い。まだ声変わりもしていないのだろう、甲高い声を聞いていると、わけもなく庇護欲をかき立てられた。だが一瞬でもこのオメガを愛しいと思ってしまった自分に反吐が出そうになった。

　オメガの男子のほとんどはシリルと同じように華奢だ。背もあまり伸びず、初めての発情の時期が早ければ早いほど少年のような姿のまま成人を迎え、ベータのように年老いることなく若い内にそのほとんどが死んでいく。

　子を宿し、母になる者も同じだ。オメガの寿命はアルファからすれば瞬きの瞬間のように短い。だから、運命の番などただのまやかしだとダーレンスは思った。

　たとえどれだけ愛しく思ったとしても、オメガはアルファよりも早く死ぬ。自分をおいて世を去ってしまうことがわかっている者を愛して何になるというのだ。失うことの悲しみが増すだけではないか。

　運命の番など信じない。

　そんなものは自分の前には絶対に現われない。

　シリルの背を強く抱いたままダーレンスはまた肉壁を抉った。

　絶頂に達したばかりのシリルの肉壁は、熟れてねっとりとダーレンスの肉茎に絡みついてくる。発情を促す薬の作用もあるだろうが、初めての発情にもかかわらずシリルの中はダーレンスに最高の快楽をもたらした。この体を抱いていると、心が満たされていくような錯覚にさえ陥る。

「私の子を孕ませてやろうか、シリル――」

　最奥にゆっくりと先端を潜り込ませながら、ダーレンスは囁いた。

　戯れのつもりだったが、自分の言葉に気持ちが滾った。欲しいと思う気持ちが湧き出し、無理矢理腰を突き上げた。

　シリルの中の狭まった輪がふいに開き、先端が最奥入り込む。

「う……ぉ……」

　肉茎全体を締め付けられ、ダーレンスは思わず声を漏らした。

　強烈な肉の愉悦が体を駆け巡っていく。今まで経験したことがないような深い法悦だった。

　目を開けると肉茎を根元まで呑み込んだシリルが恍惚とした笑みを浮かべているのが見えた。

　快楽に溺れるシリルを抱き締め、ダーレンスは赤い唇に唇を押しつけた。

　いきなり口づけられ、シリルが驚愕に目を見開いた。何が起きたのかわからないといった顔をしたシリルの頭を掻き抱き、ダーレンスはもう一度深く唇を覆った。

　シリルを何度も抱いたが、口づけをしたのは初めてだった。舌で口蓋を撫でると、唾液が絡みついてくる。それが甘い蜜のように感じ、ダーレンスは目を細めた。

「私の精が欲しいか？」

　唇を濡らす唾液を舐め取りながら尋ねると、シリルがふいに黙り込む。甘く乱れていた顔が一瞬で冷めたような気がして、ダーレンスは眉根を寄せた。

「シリル？」

　どうしたのだ――。

　そう尋ねようとした声は、言葉にならなかった。

　腰の辺りに妙な灼熱感を覚え、ダーレンスは視線をそこに向けた。

　何かが脇腹に突き刺さっている。赤い宝石がはめ込まれたそれを茫然と見つめ、ダーレンスはまたシリルに視線を戻した。

　何かを言おうとした。けれど、言葉を発する前に再び腹に何かが突き立てられる。

　目の前に赤い花びらが散った。

　赤い花はクレイアスには絶対に咲かない。シリルの肌のあちこちに散るその赤い花びらを見つめ、ダーレンスはふっと息を吐いた。

　下肢から湧き上がってくるのは、精を放つあの瞬間の快感だった。

　最高の快楽をもたらしながら白濁が精路を抜けていく。多幸感に満たされ、ダーレンスは笑みを浮かべた。

　自分の肉茎はシリルの中に入ったままだ。迸った濃厚な精は、あの体の最奥に流れ込んでいるに違いない。

　シリルはきっと子を孕むだろう。銀の髪と緑の瞳、そして褐色の肌をした美しい子を――。

　深い笑みを浮かべたまま、ダーレンスはシリルに手を伸ばした。

　刃物を振りかざしたシリルが何かを言っている。だが、その言葉はダーレンスには届くことはなかった。













　車内から聞こえていた悲鳴や嬌声が止むと同時に鈴が鳴り、御者は馬車を止めた。馬車を警護していた兵士たちも一斉にその場に立ち止まる。

　ゆっくりと馬車の扉が開き、そこから複雑な文様が描かれた布を体に巻き付けた少年が転がり落ちてくる。石畳に突っ伏したそれに目を向け、御者はため息をついた。

「またか……」

　思わず正直な感情を声に出してしまい、慌てて口を閉じる。

　どうやらとうとう三人目のオメガもダーレンスに責め殺されたらしい。遺体を道の脇に避けようと御者台を下りると、死んだとばかり思っていた少年がもぞりと動いた。

　よろよろと立ち上がった少年が、馬車の扉に必死で縋りつく。

「ダーレンス様……どうかお許しを……」

　少年の声にダーレンスは何も応えない。

　なおも馬車に縋り、少年はダーレンスに訴えかけた。

「ダーレンス様……お願いです……こんなところに放り出されては死んでしまいます……どうかお許しを……」

　北へ向かえば向かうほど街道は寂れる。街道沿いには宿を兼ねた小さな町が点在しているが、それも随分前に通り過ぎた。ここに置いて行かれれば、少年を待っているのは死だけだろう。

　警護の兵士たちもそれをわかっているが、少年がダーレンスのものである以上、手を出すことができないでいる。それ以上に、へたに少年を庇ってダーレンスの逆鱗触れるようなまねを誰もしたくなかった。

　馬車に縋る少年を皆がどうしたものかと眺めている。このまま馬車を走らせるわけにもいかず、御者は少年の腕を取った。

「離れろ。ダーレンス様はもうおまえを必要としていない」

　オメガの少年を馬車から無理矢理引き離し、御者は中にいるダーレンスをそっと窺った。

　幾重にも重ねられた薄布の向こう側にダーレンスの姿が見える。

　王族たちは神官と同じような衣装を身にまとっているが、ダーレンスの衣装は中でもかなり高価なものだった。衣装や帯に縫い込まれた貴金属はもちろんのこと、首や耳を飾っているあの宝石ひとつで、いったい自分たちは何年暮らしていけるだろうか。

　それに気づかないからこそダーレンスはリアムに負けた。負けて、北の神殿に送られようとしている。

　またもや馬車ににじり寄ってきた少年を振り払い、御者は扉を閉めた。

　どのみちダーレンスが自分たち下々のものに直接話しかけることなどない。扉を閉めなければ、鈴を鳴らして催促されるだけだ。

　御者台に戻った御者は、再び手綱を取った。馬車が動き始めると、兵士たちもそれを囲いながらついてくる。

「ダーレンス様！」

　後方から少年の悲痛な声が聞こえたが、御者は心を閉ざして馬車を進めた。

「ダーレンス様！　どうかお慈悲を……！　ダーレンス様――！」

　街道に捨てられた少年の声が少しずつ遠くなっていく。その声は、やがて車輪と蹄の音にかき消され何も聞こえなくなった。













　街道を白い馬車が走り去っていく。

　それが見えなくなると、シリルはすっくと立ち上がった。

　絡み合う蔦と蝶が描かれた布をはだけ、隠し持っていたナイフを街道沿いの森に投げ捨てる。

　褐色の肌のあちこちにこびりついた血を薄布で拭い、シリルは髪を掻き上げた。

　ダーレンスの腹にナイフを突き立てた時、手に肉を抉る感触が伝わった。

　後孔に肉茎を受け入れたまま、シリルはダーレンスを何度も刺した。三度腹を刺し、最後は胸にナイフを突き立てた。

　このナイフをくれた男の名は知らない。

　初めての発情期が近づき、街の娼館に行こうとした時、その男に出会った。

　男はエロワの敵を討ちたいかとシリルに言った。敵を討ちたいのならその機会はダーレンスが北の神殿に向かう時だけだと教えられた。

　悩むことはなかった。シリルは娼館には行かず、男に言われるままダーレンスと懇意にしているという奴隷商人の元に行った。その男に連れられて王族が住む離宮に行き、そこでダーレンスに引き合わされた。

　ダーレンスの姿を見た時、なぜか体が震えた。

　最高神官であるリアムの姿は街の神殿で何度か見ている。荘厳な美しさを放つアルファの王族に心躍らせたものだが、弟と言うだけあってダーレンスはそのリアムによく似た男だった。

　アルファ特有の銀色の髪と白い肌は目を奪われるほど美しく、見ているだけで幸せな気持ちになる。何よりダーレンスはシリルが今まで感じたことのない濃厚な牡の匂いを放っていた。

　恐怖と同時に湧いてきたのは欲望だった。この男が欲しいと、シリルの中にあるオメガの血が騒いだのだ。

　だが、そう思ったのもつかの間で、ダーレンスは噂どおりの男だった。

　アルファはオメガを蔑んでいる。それを具現したかのようなダーレンスに、シリルは今まで経験したことのない激しさで責め立てられた。

　性行為を強要されるだけならまだいい。口で性器を愛撫させられるのも耐えた。けれど、乳首に針で穴を開けられ、宝石の飾りをつけられた時はあまりの痛みに失禁してしまった。

　今もなお左の胸を飾ったままのそれを見下ろし、シリルは眉根を寄せる。

　ダーレンスを亡きものにしようと思ったのは、復讐心からだった。

　少し前、同じオメガである幼馴染みのエロワが、ダーレンスに嬲り殺しにされた。シリルより早く発情期を迎えてしまい仕方なく娼館に行ったエロワは、ダーレンスに買われて離宮に連れて行かれた。そこで激しい責めを受けて命を落としてしまったのだ。

　オメガの発情を促す薬を多量に与えられたエロワは、アルファたちにおもちゃにされて殺された。

　絶頂を繰り返して痙攣するエロワを、ダーレンスやアルファたちは笑いながら何度も犯したという。それを知った時、心が張り裂けそうになった。

　ダーレンスを自分の手で殺す。シリルはそう決めた。

　けれどその方法は見つからなかった。殺すどころか、貧しいオメガの自分はダーレンスたち王族が住む離宮に近づくことすらできない。

　悶々とした日を送っていたシリルの元に、ある日亜麻色の髪をした男が現われた。

　エロワの敵を討ちたいかと問われ、討ちたいと答えた。

　ダーレンスは北の神殿に送られる。そこに一緒に行けるよう手はずを整えよう。後はおまえの好きにすればいい――。

　男の囁きは、魔物の囁きだったのかもしれない。だとすればシリルは魔物に魂を売り渡したも同然だった。

　きっと自分はクレイアスの神の逆鱗に触れるだろう。死んでも神の泉には行けず、魔物が住むという闇の中に引きずり込まれるに違いない。

　怖かったが、それでもかまわないとシリルは思った。ダーレンスの命をこの手で奪えたのだから、これ以上の喜びはないはずだ。

　ダーレンスは本当に死んだのだろうか。

　血の気が引いた白い肌に恐怖感を覚え、転がり落ちるように馬車から飛び出した。御者をうまく騙せたため、シリルがダーレンスに手を掛けたことはまだ気づかれていないだろう。

　兵士たちがダーレンスの死に気づけば、追ってくるだろうか。

　捕まれば自分はどうなるのだろう。世界一残酷だと言われているクレイアスの獄吏に拷問にかけられるのだろうか。

　恐ろしい拷問にかけられた末、人知れず処刑されるのだろうか。

　血の穢れを忌むクレイアスでは表だって処刑をしない。けれど、神殿にはそういった闇の部分を受け持つ者たちがいると聞いている。きっとリアムが王になってもそういう者たちの存在はなくならないだろう。

　ぞくっと体を震わせ、シリルは体を布で覆った。

　ダーレンスに抱かれた体は火照ったままだった。その場にしゃがみ込むと、ダーレンスが放った精液が体の奥から流れ出してくる。

　私の子を孕ませてやろうか――。

　ふいにダーレンスの声を思い出し、シリルは自分の耳を手で塞いだ。

　口づけられてそう言われた瞬間、体が熱くなった。ダーレンスを呑み込んでいた後孔の奥がより深い交合を求めて開き、濃厚な精を受け取ろうとした。

　あの男の子を宿せ――。

　シリルの中にあるオメガの本能がそう言って体を開こうとしたのだ。

　ダーレンスを受け入れようとするオメガとしての自分が許せなかった。自分を惑わすダーレンスもだ。

　いつ実行しようと思って隠し持っていたナイフを、今だとばかりにシリルはダーレンスに突き立てた。

　おまえの子など産んでたまるものか――！

　そう叫んで最後にナイフを振りかざした時、なぜかダーレンスは笑みを浮かべた。

　その笑みの理由が何なのか、シリルにはわからない。わかっているのは、ダーレンスを思えば思うほど体が滾ってくるということだ。

　あの声を思い出すと心が歓喜に踊って震え始める。あんなに酷いことをされたというのに、シリルの体はダーレンスを求めて激しく疼き始めるのだ。

　まさかと思う気持ちと、もしかするとという気持ちがシリルの中でせめぎ合う。

　絶対に違うとシリルは激しく首を横に振った。

　いつか出会うかも知れない運命の番。

　自分の永久を愛を捧げる相手がダーレンスであるはずがないのだ。

「違う……違う……」

　自身の感情を持て余しながらシリルは街道に突っ伏して同じ言葉を繰り返す。

　ダーレンスはエロワを殺した。一緒に馬車に乗っていた二人のオメガも責め殺した。自分を酷く犯し、体に飾りまでつけた。

　そんな冷酷無比な男が自分の運命の番であるはずがない。

「違う……、あんな男……あんな男は絶対に違う……！」

　ダーレンスの精を受け取った自分の腹を押さえ、シリルは叫んだ。誰も通らない街道で叫び続けた。

　どれくらいそうしていただろうか。やがて顔を上げたシリルはゆっくりと立ち上がった。

　ダーレンスの匂いが残る布を体に巻き付け、北の神殿に向かってまっすぐに伸びる街道に目を向ける。

　馬車が引き返してくる様子はなかった。兵士も追って来ない。馬車はあのままダーレンスを北の神殿に運んでいるのだろう。

　一番近い町まで歩いてどれくらいかかるだろうかとシリルは思った。

　日が沈むまでに町までたどり着くだろうか。胸を飾っている宝石を売れば、宿に泊まりながらクレイアスの街に戻れるだろうか。

　必ず生きてクレイアスの街に戻る。戻ってエロワの魂が眠る神殿で祈りを捧げるのだ。

　それまで自分は絶対に死ねない。何があっても死んでたまるものか。

　そう自分に誓いながら、シリルは北に延びる街道に背を向けた。













　書庫から出てきたアレイルは、回廊の向こう側から亜麻色の髪をした男が近づいてくるのに気づいた。

　髪の色は明るいのに、まるで夜の闇のような雰囲気を持つ男が、アレイルの前で膝をつく。

「ダーレンス様が北の神殿に到着されたそうです」

「無事に？」

　あえて尋ねると、男が深々と頭を下げた。

「かなり深手を負っているらしく、北の神殿でどれだけ治療ができるか――」

　男の言葉にふんと鼻を鳴らし、アレイルは回廊の泉に咲く青い花に目を向けた。

「アルファというのは我々が思っている以上に頑丈だからな」

　ダーレンスはコウが持ってきたあの武器で背を撃たれたというのに、ほとんど傷らしい傷を負っていなかった。背に少し痣ができたそうだが、それも数日で癒えたらしい。頑丈な上にアルファの治癒能力はベータやオメガよりも格段に上だ。

　ダーレンスがどれほどの深手を負ったのかまだ詳細は不明だが、北の神殿でできることなどたかが知れている。できればこのままあの地で果ててくれるといいと思いながら、アレイルは言葉を続けた。

「オメガの方はどうした？　三人とも死んだのか？」

「二人は街道で遺体が見つかりましたが、あと一人が行方不明です」

「なるほど。それがダーレンスに刃を向けたか」

「いかがいたしましょうか。追っ手を差し向けましょうか」

　言われてしばらく考え、アレイルは「いや」と首を横に振った。

「かまわないから捨て置け」

「よろしいのですか？」

「もうすぐリアム様が即位される。オメガを解放するよう勅令も出されるらしい。その前にオメガをこんなことに利用したなど、リアム様に知られるわけにはいかないからな」

　知ってしまってもおそらくリアムはアレイルを責めないだろう。本当ならば自分がしなければならないことをアレイルにさせたと自分自身を責めるに決まっている。

「利用したあげくオメガを殺したなどと知られてみろ。リアム様まで辺境に籠もりかねない」

「では――」

「今は放っておけ。何かあるようならその時に処分すればいい」

「承知いたしました」

　一礼して戻っていく部下をちらりと見やり、アレイルは回廊の手摺りに腰を下ろした。

　池を挟んだ回廊の向こう側にリアムの居室がある。即位すれば拝殿の奥にある王の居室に居を移すが、王子である今はまだこの場所にいる。

　今頃リアムはコウを腕に抱いているに違いない。

　リアムはそういうことに淡泊だと思っていたのだが、案外そうでもなかったらしい。発情期であろうがなかろうがお構いなしにコウを寝所に伴っていると聞く。

　アルファ特有の激しさで毎晩抱かれるはめになったコウはいい迷惑だろう。あの丈夫そうな体だからこそ、リアムの相手が務まっているのかも知れない。

　リアムは見ている方が恥ずかしくなってくるほどコウを溺愛している。また、コウの武官としての能力も高く買っているらしい。

　異世界から渡ってきたコウと、元からこの世界にいるオメガたち。同じオメガであっても、番となるアルファいかんでこんなにも境遇が変わってくるのかと思う。

　リアムの即位後、クレイアスはどう変わるだろうか。オメガたちが少しは救われる国になるだろうか。それが実現するまであとどれほどの犠牲が必要だろうか。

「リアム様には光の中を歩いて貰わなければならないからな」

　だからクレイアスに渦巻く闇の部分は自分たちが引き受ける。それが代々クレイアスの王族に仕えるアレイルたち侍従の役割だ。

「さて……私もそろそろ館に戻るか――」

　うんと伸びをしてアレイルは手摺りから立ち上がった。

　見上げた空に月はない。

　今宵もまた禁忌の泉が異世界との扉を開いているかも知れない。そう思いつつ、アレイルは回廊を後にした。





　王の器




　後ろを穿っていたものが抜け落ちる感覚に、コウはほっと息をついた。

　体を苛んでいた発情の疼きはとっくに収まっている。なのにリアムに執拗に責め立てられて寝返りを打つ気もしなかった。肉茎を受け入れていた後孔は、あまりの激しい交合で既に感覚が鈍くなっている。

　外はそろそろ夜が明けようとしていた。リアムが塔にやってきたのは夜遅くだ。日付が変わる前にやってきてから夜明けまで、リアムはずっとコウを抱き続けた。いったい何度絶頂を味わわされか数える気もしない。正直なところ、リアムに一晩かけて抱き潰された気分だった。

　神殿の建屋に戻ったリアムは、体を清めてから拝殿で祭礼を行うのだろう。あの獰猛な牡の匂いを隠し、清廉な神官王として拝殿に向かうリアムは相当な詐欺師だとコウは思った。

　祭礼を行うリアムの姿はよく見ているが、王として執務を行う姿はあまり見ることがない。コウ自身も武官として練兵場にいることが多くなっているからなのだが、それにしてもコウにとってリアムは王というよりは神官の印象の方が強いのだ。

「リアムってさぁ、ちゃんと王様の仕事してんのか？」

　そう呟いたコウを振り返り、リアムが肩をすくめた。

「コウ、なぜ私たち王族が神官なのかわかるか？」

　問われて首を横に振ると、リアムがふわりと笑う。

「クレイアスのアルファは長命だ。同じ王が長きにわたって国を治めると、必ず国は内側から腐っていく。クレイアスの王の勤めは自ら政治を行うことではない。国を任せられる良き家臣を見極めることだ」

「家臣を見極める？」

「そうだ。賢王であればあるほど皆が王を頼る。その王もいずれはいなくなる。数百年間も王に頼り切りでいれば、その王がいなくなった時に国が倒れる。だから私たち王族は家臣たちに政治を任せ、神官という立場で国を治めているのだ」

　クレイアスにはアレイルを筆頭に多くの文官がいる。神殿のあちこちで書類を抱えて忙しく働いている彼らが、まさしくリアムが言う良き家臣なのだろう。

「武官も同じだ。国を守るために武官がいる。王自らが先頭に立ち、剣を取って戦わなければならなくなった時は本当に最後の時だ」

　そういう時が来なければいいと付け足し、リアムは白い上着を羽織った。

　今宵また来ると言い残し、リアムが塔を下りていく。

　窓から下を覗き込むと、武官たちと石畳を歩いていくリアムの姿が見えた。

　銀色の長い髪が昇り始めた朝日に輝いている。

　コウにとってリアムは美しい神官であり聡明な王である以前に獰猛な一匹の牡だった。

　その牡に翻弄させる夜を過ごすコウがなかなか見ることができない王としてのリアムの顔。何やらそれを見せつけられたような気がする。とはいえ――。

「何かはぐらかされた気もするんだけどなぁ……」

　自らの番つがいである美しい神官王を見下ろし、コウは「まあいいか」と呟いた。

　今宵また来る――。

　先ほどのリアムの言葉を思い出した途端に体が疼く。

　始まったばかりの発情期特有の熱はしばらく収まりそうにない。夜、リアムが来るまで我慢しきれずあの箱を開けることになりそうだと思いつつ、コウはまた長椅子に突っ伏した。





　あとがき




 　こんにちは。井上です。

『溺愛神官王の運命の番～異世界に飛ばされたらオメガでした～』（長い……）の番外編『異邦のオメガに愛を乞え』電子書籍版をお届けいたします。

　２０１９年３月に発行した同人誌の電子版です。特に書き下ろしなどはありませんが、発行時に配布したイラストカードに掲載した短編『王の器』を収録しています。

　表紙は商業のイラストを描いてくださったれの子先生です。電子化にあたり再使用を許可していただけましたのでそのまま表紙にしています。

　紙の同人誌の時も言っていたのですが、コウの素敵すぎるおっぱいにクラクラしたのでおっぱい責めをがんばってみました。

　この後書きの後ろにも以前れの子先生にいただいたイラストがあります。幸せいっぱいのコウとリアムをぜひご覧ください。

　ダーレンス編は商業本編では書きづらい内容なので同人誌で。

　悲恋ものが多いオメガバース、本編は悲恋どころかコメディに成り果てていますが、こっちのダーレンス編は少しだけ悲恋……かなと思います。

　クロスノベルスさんから発行されました本編もまだまだ発売中です。こちらは痛さゼロのラブラブファイヤーです。れの子先生の素敵イラストも満載ですので、ぜひ読んでみてください。




        

２０１９年７月　吉日  　井上ハルヲ









　井上ハルヲの作品 




商業作品

・クロスノベルス

　　溺愛神官王の運命の番～異世界に飛ばされたらオメガでした～


　　愛は金なり


・B-PRINCE文庫

　　デンパ男とオトメ野郎


　　溺愛オトコと純愛ヤロウ


　　BreakThrough～デンパ男とオトメ野郎ex.～


　　HYPER BLACK


　　無明の華


・シャレード文庫

　　SH ～シュガーハイ～


・ルビー文庫

　　初恋の棘は甘く


・カクテルキスノベルス

　　愛は裏切らない


　　テミスの天秤


　　劣情宅配便


　　永劫の束縛


・ミルククラウン

　　正義の砦





同人誌

・堕落天使

　　哂う月の夜

　　無限荒野シリーズ　

　　罰ゲーム

　　HYPER BLACK 2

　　愛し愛され、恋焦がれ　他




同人誌電子書籍

・ＫＤＰ

　　ＳＨ ２


　　愛しのゴーグルマン


　　ＬＯＶＥＲＳ









　　　奥付




　　異邦のオメガに愛を乞え

　　　　著者　井上ハルヲ




　　　　２０１９年７月１日

　　　　発行所　ＤＴノベル

　　　　　　　　http://daraku-tenshi.com


　　　　　　　　Twitter: @inoue_haruo





　　　　　　　　(C)Haruo Inoue 2019
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